
外部評価結果総括表

人HEART TO HEA

I 運 営理念

域領 評価項目数
できている項日
数

改吾が必要な
項 目数

判断が不離な

項 目数

違 冨 埋 露
t違
冨 埋 富 の 皆 発 0

特
記
事
項

運営理念「人格尊重」を大切にして3年 9ヶ月になる。例えば入浴を嫌がる利用者には、様子をみて担当者を変えたり、足浴にす
るなど無理強いせずその人のペースを大切にした関わりを実践している。認知症が進行しADLの 低下'介護拒否で一人一人の

ケアに要する時間が多くなり、職員が悩んだり問題にぶつかる状況の中、管理者は「家での生活E介護が困難だからここに住ん
でいる。認知症が進行する中で、どこまでこちらが相手の気持ちをくみとりその人らしい人生が送られるよう、もつと私たちが勉強
すべきだ」と職員に伝え、職員間のコミュニケーションを大切にしている。

E 生 活空間づくり

域領 評価項目数
できてし`る項日
数

改害が必婁な
項 目数

判断が不寵客

項 目数

家庭 卸客室活環境 つくり 0

心身の状態に合わせた生活空間つくり 0

特
記
事
項

これまでは入居者のプライバシーを重視し、積極的に外部の人をホームに招くことはなかつたが、地域の中学生の実習受けい

れ、自治区長・老人会長・民生委員のホーム見学を通してホームでの入居者の生活を知つてもらうなど地域の方が来訪しやすい

環境づくりに取り組むようになつた。ホーム内fまインテリアや家具も工夫され、ゆつたりと落ち着いた雰囲気である。昼食準備時
間、居間に全員が集まつてくる。台所に立つて職員と一緒に準備する人、小鉢に盛り付ける人、お稲荷を作る人、和室の縁に腰
掛洗濯物をたたんでいる人、テーブル席で新聞を読む人、塗り絵の本を見ている人、それぞれの入居者が役割を分担し、それ
ぞれが穏やかな表情をして自然に時間が流れている。家庭生活での一日の流れを再現している。室内夫もホームの

一員として
の役割を担つている。

Eケ アサービス

領 域 評価項目数
できている項 冨
数

改書が必安な

項目数

判断がイ`寵客

項目数

ケアマネジメント 0 0

ホーム内での
くらしの支援

の基本の実行

日常生活行為の支援

生活支援 ・ホーム内生活拡充支援

医療 ・健康支援

特
記
事
項

全人的生活支援アセスメントシートを使用して、担当制で、計画をたてている。希望する家族には、毎日の記録など(カルテ)を読
んでもらい、日頃の様子を知っていただき、家族の気持ち・意見を取り入れ、見直しながら介護計画をつくり、確認いただいてサ
インをもらっている。排泄介助を嫌がる方に対して、解決策を検討するため一週間毎日対応の仕方を評価して見直している事例
もあった。排泄状況'食事摂取量口内服状況・口腔ケア有無・食事の手伝い状況Jバイタル測定・入浴有無口1日の過ごし方を簡単
に記入できる様式と、日常生活の記録が1枚の用紙となり、毎日ごと記録している。申し送リノートを使用し見た人は、サインで確
認している。月1回の職員会議は議題を前もって決め、職員が自分の意見を用意してのぞめるようにし効率的な会議の運営を
図つている。食事の献立は、法人の管理栄養士にメニューを見てもらい助言をもらつている。散歩に出かけたり、家事をすること
で身体機能の低下を防いでいる。今までできたことができなくなつた場合、方法を変えて、自分でできるようにしている。感染予
防のため、携帯用アルコール速乾手指消毒剤を職員全員が、ポケットに入れ持つている。

W運 営体制

領 域 評価項目数
できている填 日
数

改香が必要な

項 目数

判断が不能な

項目数

内部の運目体制 0

情 敢 ・租 談 ・舌 情 0

ホームと家族との交流 0 0

不―ムと地域 との交流 4 3

特
記
事
項

管理者は、母体法人の老人保健施設で、勤務しており、ホーム開設時に異動となる。法人代表は管理者を信頼し運営を任せて
いる。法人代表とrよ、常に電話で、報告・連絡・相談をしている。職員は常動6名非常動5名で20代～50代と幅が広く、互いに
尊重じ合いチームワークも良い。出産で退職した職員が赤ちゃんを連れて来訪することもある。月 国ヽの会議では職員が意見を
出しやすいよう1こしている。職員同士で解決できるよう、リーダーを中心として職員が意見を交換することを見守つている。解決で
きないときには管理者が相談にのっている。年2国家族会を行い、今年度の1回iま、家族の方の勉強会としている。毎月ホーム
だよりを発行し、来月の予定のお知らせ、入居者の近況報告はほぼ毎日の様子を日記形式で報告している。開所当時から各入
居者と管理者は、自治会に入り、地区の行事に参加している。10月は餅投げ、11月は小学校の学芸会見学に参加した。歌やお
花のボランティアの受け入れ、中学生の実習の受け入れもしている。

母体医療法人の代表者は医療機関と介護老人保健施設の運営経験から認知症高齢者にはグループホームの様な形態
の支援が必要と思いどんぐりの家を設立した。今年で4年目にはいるが、「人格尊重」の基本理念を実践している。管理者
は、日々職員と話し合いながら、良い方向へ持つていく姿勢を変わらず持ち続けている。自らもパリデーションの研修を受
けるなど認知症の方の支援の方法について研鎖を重ねている。足が弱くなつたりして全員での散歩は、できなくなつたため
々の能力に応じて支援している。lヶ月1回の外食,外出は全員で出かけている。9月 は、刈谷のハイウェイオアシスにで
かけ、足湯・観覧車・食事・買い物に出かけている。管理者がキャラバンメイトととして、今年は地域の公民館で、地域住民
と家族の方に勉強会を開いた。運営推進会議に参加した地域の方が、グループホームと直に触れ合うことをきつかけに、
知症への理解を深め、他の地域の方にも認純症グループ本一ムの現状を伝え広めてくれるきつかけとなればと考えてい

る。ホーム前の公園でゲートボールをしている方から声をかけてくれたり、散歩途中庭先の花を見ながら立ち止まつている
と家から出てきて挨拶をかけてくれることが増えてきた。運営推進会議を積み重ねていくことでさらに地域との交流を広げ
ていつてほしい。



I 運 営理念

1. の明確イ

理者は、認知症対応型共同生 以下 |グル
ープ本一ム」という。)に

令の意義を理解しており、これを自らが所属するグループホーム(以下「ホーム」という。)
の運営上の方針や目標等に具体化し、介渡従業者に日常的に話している。

の説明文書及びホームの見やすいところに明示し、
かつ、入居者及びその家族等に分かりやすく説明している。

の権利・義務を利用案内時の説明文書及び契約書に分かりやすく示し、かつ、

入居者及びその家族等に説明し同意を得ている。

の

ホームの運営理念や役割が地域に理解されるよう、地域に対する運営理念の啓発・

報に取り組んでいる。(ホームの説明会、ホ
ーム便り等)

I生 活空間づくり

やすく、近隣の住民も訪ねやすい

よう、玄関まわりや建物の周囲に、家庭的な雰囲気づくりの配慮をしている。(玄関まわり
に草花を植える、親しみやすい表札をかける等)

関、廊下、居聞、台所、食堂、浴室、トイレ等)がの生活空 間 (玄関、廊下、店 間、台所 、食 堂、溶 室、トイレ等 )が、い

な雰囲気を有しており、調度や設備、物品や装飾も家庭的である。

共用空間の中に、入居者が
一人になつたり

うな居場所を確保している。

一人ひとりに

居室には、使VW隠れた家具や生活用品、装飾品等が持ち込まれ、安心して過ごせる

場所となつている。

2ョ心身の状態にあわせた生活空間づくり できている 改善が必要 判断不能

O身 体機能の低下を補う配慮

○

入居者の身体機能の低下にあわせて、安全かつできるだけ自立した生活を送れるよう

にするための設備や工夫がある。(すべり止めや要所への手すり等の設置、浴槽・便座・

流し台等の使い勝手の工夫、物手し等の高さの調節等)

1 0

O場 所間違い等の防止策

O

職員は、入居者一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把握しており、家庭的な雰

囲気をこわさずに、場所の間違いや分からないことでの混乱を防く
Sた
めの工夫をこらして

いる,(トイレや部屋の目印等)

○音の大きさや光の強さに対する配慮

O
入居者が落ち着いて暮らせるように、音の大きさや光の強さに配慮している。(テレビ、
職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日射し等)

O換 気 B空調の配慮

O
気になる臭いや空気のよどみがないように、換気を適宜行つている。また、冷援房の温

度調節は、冷やし過ぎや暖め過ぎがないように適切に行つている。



fこつくところに設置している。

みの物品を用意し、本人の経験や状況に応じて入居者の活動言欲を触発する観‖染みの物品を用意し、不人の性破マ鋤

供している。(ほうき、たらい、裁縫道具、大工道具、園芸用晶、趣味の品等)

ス

1=ケアマネジメント

アセスメントをこ基づいて、入居

た具体的な介護計画を作成している。

画を、すべての職員の気づきや意見を採り入れて作つており、す
べての職員が

計画の内容を知ることができる仕組みを作つている。

後がら作成している。

除に見直しを行うことはもとより、

状態変化に応じた随時の見直しを行つている。

に反映させるため、入

に記録している。

の申し送り に行い、重要な,点はすべての職員に伝わる仕組み

を作っている。

チームとしてケアを行う上での課 るため、すべての職員で、定期的に(

案件がある場合にはその都度)会議を開催し、活発に意見交換を行つて合意を図つてV

る。

夢ネニム内でのくらしの支援

(1)介護の基本の実行

番 号 評  価   項 目 できている 改善が必要 判断不能

O入 居者=天石とりの尊重

O

職員は、常に入居者
一人ひとりの入格を尊重し、誇りやプライバシ

ーを損ねるような言

葉かけや対応を行つていない。(入居者
一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プラ

イベートな場所での礼儀、本人の返答能力に応じた質問方法、本人が思つている「現

実」を否定しない等)

5麗 菖石再弔かな態度

O職員あ言葉かけや態度はゆつたりしており、やさしい雰囲気で接している。

O入 居者一人ひとりの過去の経験を活かしたケア

O
入居者
一人ひとりの生まれてからこれまでの生活歴、本人にとつて大切な経験や出来

事を知り、その人らしい暮らしや尊厳を支えるためにそれを活かしている。



のベースの]

O

職員は離 側の決まりや都合で業務を進めていく態度ではなく、入居者が自由に目

分のペースを保ちながら暮らせるように支えている。

)入居者の自己' の iへの

O

職員は、入居者
一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にし、それ

らを促す取組を日常的に行つている。(選んでもらう場面を作る、選ぶのを待つ等)

)一人でできることへの

O

るために、入居者の「できるとと、できそうなことどについて,ま、手や口を極

力出さずに見守ったリー緒に行うようにしている。(場面づくり、環境づくり等)

のないケアの

O
身体拘束は行わないということをすべての職員が正しく認識しており、身体拘束のない

ケアを実践している。

けヽないエ

O

暮らしを支え、入居者や家族等に心理的圧迫をもたらさないよう、日

中は.玄関に鍵をかけなくてもすむような配慮をしている。やむを得ず鍵をかける場合

は、その根拠が明白で、その理由を家族1こ説明している。(外出の祭知、外出傾向の把

握、近所の理解・協力の促進等)

車 ており、茶碗や湯春み、箸等は、入居者一人ひとりが使しや贋れた

ものにしている。

入居者一人ひとりの咀 秘・下痢等の健康状態にあわせた調理方

法としつつ、おいしそうな盛り付けの工夫をしている。   ｀

入居者一人ひとりの摂取力面フエや水分摂取量、栄養バランスを、
一日全体を通じて

おおよそ把握している。

〕ことので
楽しんで食べながら、食べ方の混乱や食べこぼし

に対するサポートをさりげなく行っている。

パターンに応じた

おむちをできる限り使用しないで済むように、入居者
一人ひとりの拐停泄パターンを

し、トイレでの排泄や排世の自立に向けた支援を行つている3

恥心、プライパシーに配慮して行
つている。

一人ひとりの

八居者一人ひとりの

帯、長さ、回数等)

雇あわせ、くつろいだ入浴ができるように支援している。



工 率 容

O理 美容院の利用支援

〇

入居者一人ひとりの希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。(カット、パー

マ、染め、セット等)

0 フ ライドチ天 切 にした整 容 の 支 援

O

整容の乱れ、汚れ等に対し、プライドを大切にしてさりげなくカバーしている。(髭、着
衣、履き物、食べこぼし、日の周囲等)

オ 睡眠・休息
の支援

O

入居者一人ひとりの睡眠のパターンを把握し、夜眠れない入居者には、1日の生活ジズ
ムづくりを通した安眠策を取つている。

でお金を持つことの大切さを職員が分かつており、爵常の金銭管理を

人が行えるよう、入居者一人ひとりの希望や力量に応じて支援している。

ホーム内で入居者一人ひとりが楽しみごとや出番を見い出せるよう場面づくり等の

を行つている。(テレビ番組、週刊誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物の

世話、新聞取り等)

( 5 )医療機関の受診等の支援 できている 改善が必要 判断不能

42

O医 療関係者への相談

O

心身の変化や異常発生時に、気軽に相談できる医療関係者を確保している。(医師、

科医師、保健師、看護師等)

43

O早 期退院に向けた医療機関との連携

O
入院した場合、早期退院のための話しあいや協力を医療機関と行つている。

44

O定 期健康診断の支援

O

年に最低1回は、健康診断や医師の指導を受けられるように支援している。開設間もな
いホームは、健康診断を受けられる準備や体制を整えている。

(6)心身の機能回復に向けた支援

O身 の維持

O

認第症の人の身体面の機能低下の特徴(筋力低下、平衡感党の悪化、囁下機能の低
下等)を理解し、買い物や散歩、調理、楽しみごと等の日常生活の中で自然に維持・向
上するように取り組んでいる。

( 7 )入居看 同士の交流支援

Oト ラフルヘの対応

O

職員は、入居者同士のけんかやトラブルの原因を把握し、必要な場合にはその解消に

努め、当事者や他の入居者に不安や支障を生じさせないようにしている。

(8)健康管理

47

O田 腔内の清潔保持

O

入居者の力を引き出しながら、日の中の汚れや具いが生じないよう、日控の清潔を日

常的に支援している。(歯磨き・入れ歯の手入れ・うがい等の支援、出血や炎症のチェツ

ク等)

48

O服 薬の支援

O

職員は、入居者が使用する薬の目的や高4作用、用法や用量を承知しており、入居者
一人ひとりが医師の指示どおりrこ服薬できるよう支援し、症状の変化を確認している。



○緊急時の手当

O

弱 者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことができる。(けが、骨折、発

作、のど詰まり等)

O感 薬症対策

O

醍 症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行している。(インフルエンず、折癖、

肝炎、MRSA等 )

での生活の

ミームの中だけで過ごさずに、 に近所に出かけて楽じめる入居者が、ホームの中だtすで過こさすに、積極門に近所に

囲気を作つている。(買い物、散歩、近隣訪間、集会参加等)

との

雇誘面で百丁訪蘭時は居心地よく過ごせるような雰囲気を作つている。

やすい雰囲気、歓迎、関係再構築の支援、湯茶の自由利用、居室への宿泊のしやすさ

等〉

Ⅳ 運営体制

人代表者及び管理者は、ケアサービスの質の向上に熱意を持ち、それぞれの権限

や責任をふまえて、共に取り組んでいるc

入居者の受入れや入

の意見を聞いている。

2“職員の

天雇蕃あ頑雇雫唾再あ両面乏:支援するために、これに即した職員の勤務ロ
ーテーシ

声ンを組んでいる。

、フオロ~ア ツプ等それぞれの を受講し、その

をすべての職員に周知している。

石業務王万稲琢雫衷雨移吃穂票面る方策を採り入れている。(外部者と接す

会、職員相互の親睦、悩みの聴取、ス
ーパーパィザーの導入等)



3〔入居時及び退居時の対応方針
番号 評 価 項 目 できている 改善が必要 判断不能

O入 居者の決定のための検討

O

グループホームに適した入居対象者であるか、十分に検討している。(介護保険被保
険者証、診断書、入居申請に至る経過、生活や対人関係、入居者・家族の希望等)

O退 居の支援

O

退居は、契約に基づくとともにその決定過程が明確である。また、入居者や家族に十
分な説明を行つた上で、納得のいく退居先に移れるように支援している。退居事例がな
い場合は、その体制がある。

4.衛 生・安全管理

〇ホーム内の衛生管理

O
ホーム内の清潔や衛生を保持している。(食品、布巾、包丁、まな板、冷蔵庫、洗濯機
等)

O注 意の必要な物品の保管口管理

○

栗や洗剤、刃物等の注意の必要な物品については、保管場所、管理方法等を明確に

取り決め、かつ、そのとおりに実行している。

O事 故の報告書と活用

O

けが、転倒、窒思、意識不明、行方不明等の緊急事態が発生した場合、事故報告をま
とめており、サービスの改善につなげている。(再発防止の話しあい、今後に活かす意義
づけ等)

5.情報の開示・提供

番号 評 価 項 目 できている 改善が必要判断不能
の ] 1み 〈 の 一は

O
個人情報保護の取組みを行つている。介護相談員や評価調査員等の訪問時には、情
報を積極的に提供している。

への対応

垂付の明示

O

相談や苦情を受け入れるホーム側の窓日及び職員が明確であり、入居者及び家族に
その利用の仕方を文書と田頭で繰り返し伝えている。

の

が、気がかりなことや、意見、希望を職員に気軽に伝えたり相談したりできるよう
に、面会時の声かけ、定期的連絡等を積極的に行つている。

に、入居者の暮らしぶりや 日軒の様子を定期的、具体的に伝えている。(1たより」
の発行や行事ビデオの上映、写真の送付等)

が金銭の管理ができない場合には、

り、家族に定期的にその出納を明らかにしている。



8.ホームと地域との交流

番 暑 面   項 目 できている 仔不

0 1 丁町 との ,りO の取組み

O
市町村との連絡を密にとり、家族介護教室等の市町村事業を積極的に受託している。
運営推進会議を2ヶ月に1回行い、市町村担当者が参カロしている。

地域の人連との交流の促景

O
地域の人達が、遊びに来たり立ち寄つてくれたりするように取り組んでいる。

の へ の t

O
入居者の生活の安定や拡がりのために、周辺地域の諸施設から協力を得ることができ
るよう、理解を拡げる働きかけを行つている。(商店、福祉施設、警察、消防、文化教育施

設等)

Oホ ーム機能の地域への還元

O

ホームの機能を、八居者のケアに配慮しつつ地域に開放している。(認知症の理解や

関わり方についての相談対応・教室の開催、家族・ボランティア等の見学・研修の受入

れ等)

※(1)「管理者』には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含む。

(2)「職員」には、管理者及び非常勤職員を含む,


